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ボーリング柱状図
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全体に礫混り粘性土主体の崩積土
0～0.55mは砂、礫主体ででルーズ
0.55～1.50mは礫混り有機質土主
体
1.50～2.00mは礫混りローム主体
2.00～3.10mは礫混り有機質粘土
主体

亀裂多く風化も進みコアはほとん
ど礫状となる

数mm単位の厚さで砂岩と互層を
なす
風化が進みやや軟質化するもコア
は10～20cmの棒状で採取される
風化著しくコアは砂、礫状を呈し
、一部粘土化している
5.5～6.0m間はやや褐色を帯びる

岩質はやや新鮮な頁岩で、所々薄
く砂岩と互層状を呈す
鉛直方向に近い割れ目が見られる
割れ目は褐変している
コアは10～20cn程度の棒状で多く
採取される
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